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分析するものである。具体的には、 1)エピソード記憶を活かす、 2)大量の例文を呈示する、 3)や
さしい自本語で説明する、 4)類義語と比較する、 5) 媒介語を利用する、という 5つにまとめられ
る。最後に、 「文脈化指導jの捉え方、説明方法の適性と今後の教室指導に対する示唆について論じ
る。
























































3. 2 r文脈化指導j の方針に基づいた実習の取り組み
本節では、 「漢字4Jクラスにおいて、 「文脈化指導jの方針に基づいて実施した具体的な取り組
みからまとめた指導方法を分析する。 r文JV~化指導」の方針とは、主に、 1) エピソード記憶を活か
す、 2)大量の例文を呈示する、 3)やさしい日本語で説明する、 4)類義語と比較する、 5)媒介語
を利用する、という 5つで、ある。
























3. 2. 2 大量の例文を呈示する






















一ええ、難しいのは 4番の「心強しリ。これは、 「あの人は心強いで、すj という使い方はしま
せんので。 f心強しリというのは常に話している人、自分の気持ちが大丈夫という意味で、なぜ心強
し¥かというと、 「友達がし、るから心強し'J















































b. r苦手Jvs r下手J (第 38課)
. r上手・下手」はスキルの問題なので、 f納豆は下手ですjは言えませんけど、 f納豆が苦手で
す」は言えます。 r苦手Jというのは、まあ、 「下手j なこともあるんですけど、ちょっと f嫌しリ
というのが「苦手Jですね。 rあの先生が苦手なんで、すj って分かります?まあ、いい先生ですけど
ちょっと合わないとか、ちょっと嫌し 1かもしれないっていう時に「苦手」という言葉を使いますね。
「嫌し¥! Jというとちょっとストレートで、先生が怒るかもしれませんが、まあ、 「苦手j ぐらいは
性格が合わないとか、うまく行かないとか、そういうことですね~ • • ~ 
c. r完成Jvs r完了J (第 39課)
. 1完成jは「あるモノができた」という結果になるが、 「完了Jは fあるコ卜が終わったJとい
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